
2 第1部 概 況

１ 農林水産業の概況

高知県は、四国の南部に位置し、地形は東西190㎞、南北166㎞と細長い扇形をなし、

北は四国山脈を背に、南は東の室戸岬から西の足摺岬にわたる長い海岸線が土佐湾を囲

んでいます。

総面積は7,105㎢で四国の38％を占め第１位、全国の２％を占め第14位です。

県内の多くを山地が占め、森林面積割合は84％で日本一です。河川は、おおむね北部

山岳地帯から南流し、太平洋にそそいでいます。県内の一級河川は４水系で、この総延

長は1,347㎞に及びます。

平野は、物部川、国分川、鏡川下流にある１万4,000ha余りの高知平野と、その他河川

下流又は海岸地帯には小平野がみられる。東部海岸には30～60ｍの海岸段丘が発達して

います。

農業は、冬、温暖で日照時間の多い気候を活かして、野菜の促成栽培に古くから取り

組んでおり、施設栽培を中心とした園芸農業が盛んです。なかでも、なす、しょうが、

みょうが、きゅうり、にら、ししとう等は全国屈指の生産量となっています。

林業は、林業経営体数が6,593経営体（全国第10位）、林野面積は59万4,341ha（同11位）

です。林業産出額は75億円（全国第19位）で、そのうち薪炭生産が同３位、木材生産が

同12位です。素材生産量は47万㎥（全国第11位）、特用林産物では、乾しいたけが同12位、

生しいたけが同29位、木炭が同４位となっています。

また、黒潮が前面に流れる土佐湾など、海岸線の総延長が713kmに及び、「かつおの一

本釣」や「かつおのたたき」などで全国に知られるように水産業が盛んであり、水産加

工品でも、だしに使われる「そうだ節」の生産量が全国一となっています。


